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   開     議 

 

 

○平 進介議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、しんぶん赤旗記者から今定例会中のパ

ソコン、カメラ、録音機の使用について申請が

あり、許可いたしましたのでご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○平 進介議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 内谷邦彦議員の質問 

 

 

○平 進介議長 順位６番、議席番号８番、内谷

邦彦議員。 

○８番 内谷邦彦議員 おはようございます。政

新長井の内谷邦彦です。通告に従い、２つの項

目について質問いたします。明確な回答をよろ

しくお願いいたします。 

 最初に、旧長井小学校第一校舎に関して伺い

ます。長井小学校第一校舎へ障がいをお持ちの

方が訪問する場合、その方を乗せた車両は入り

口に横づけできるのかどうか、総務参事に伺い

ます。 

○平 進介議長 竹田利弘総務参事。 

○竹田利弘総務参事 おはようございます。それ

ではお答えいたします。 

 旧長井小学校第一校舎は、昭和８年に建設さ

れた木造校舎で、幅93メートル、奥行き11メー

トル、最高の高さが12メートルの建物でござい

ます。耐震診断の結果、構造耐震指標、いわゆ

るＩｗ値が、倒壊する可能性が高いとされてい

る0.7を大きく下回る0.094と著しく低いことが

分かりまして、建物を維持していくためには、

ほかで一般的に行われているような耐震工事だ

けでは対応できず、このような大きな木造の建

物では全国でもまれだと言われている免震工事

を国の地方創生拠点整備交付金の認定を受け、

実施し、免震工事後は、一応倒壊の可能性がな

いとされるＩｗ値が1.26となったものでござい

ます。 

 免震工事でございますが、既存の建物の下に

免震装置を設置し、揺れを逃がす構造のため、

通常地面と接している建物が、今回のケースで

は設置することができないため、大きな段差が

生まれました。 

 昨年４月27日の開館当初から入り口の段差や

前庭の足元のよくないことに関するご意見が寄

せられました。その玄関への手すりとスロープ

の設置、砂利部分の設置に係る費用について、

昨年９月議会においてお認めいただき、昨年度

中に、取りあえずの応急処置といわれる程度の

整備を行ったものでございます。 

 現在、ご利用いただいている皆様には、駐車

場として、道の駅駐車場や市役所の旧第二庁舎

西側駐車場、市役所南側の市民駐車場のご利用

をお願いしておりますが、第一校舎をご利用い

ただく方の中には障がいをお持ちでお体がご不

自由な方もやはりいらっしゃいます。原則とし

て、敷地内への車両の進入はご遠慮いただいて


